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国語科学習指導案（３年２組） 
 令和元年 10 月 29 日（火）14：00～14：50 図書室  

 

１ 単 元  文章を比較して読み、よりよい表現の仕方について考えよう  

       教材名 『故郷』（光村図書 国語３） 

 

２ 単元設定の理由 

(1) 教材観 

①学習指導要領上の位置付け 

［知識及び技能］ 

(1)イ 理解したり表現したりするために必要な語句の量を増し、慣用句や四字熟語などについて

理解を深め、話や文章の中で使うとともに、和語、漢語、外来語などを使い分けることを通

して、語感を磨き語彙を豊かにすること。 

［思考力・判断力・表現力等］ 

Ｃ読むこと(1)ウ 文章の構成や論理の展開、表現の仕方について評価すること。 

Ｃ読むこと(1)エ 文章を読んで考えを広げたり深めたりして、人間、社会、自然などについて、 

         自分の意見をもつこと。 

②設定する言語活動 

 本題材の学習では、「文章を比較して読み、よりよい表現の仕方について考えよう」という言語

活動を設定した。教科書の文章（竹内好訳）をもとに、別の翻訳文２種類（井上紅梅訳・藤井省三

訳）を比較しながら読む活動を行う。使われている表現や語彙を吟味しながら文章を比較すること

で、物語の内容や作者の思いをより感じ取れる表現はどういうものか、それぞれの表現の仕方につ

いて意見を交流させて自分なりに評価し、考えを深めることができると考える。 

③単元の価値 

 「故郷」は、二十世紀前半の中国を舞台とした、魯迅の作品である。時間の経過によって変化し

た風景や人、人間関係などの中国の庶民・社会の姿を描き、作者の考え方がよく表れた作品である

といえる。教科書では、比較的生徒にも理解しやすい、平易な表現で翻訳された竹内好訳が使われ

ているが、別の翻訳と比較してみると、それぞれの翻訳者の意図や思いが文章に表れていることが

わかる。本題材では、教科書の文章をもとに、それぞれの翻訳文を比較しながら読むことができ、

表現の仕方について評価し、その文章から考えを広げたり深めたりして、自分の意見をもつことに

適した題材である。 

④単元の系統性 

・第２学年「盆土産」「走れメロス」で、「文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経験と

結び付け、自分の考えを広げたり深めたりすること」を学習した。 

(2) 生徒観（男子 15名、女子 14名 計 29名） 

①既習の学習内容や活動 

・４月に、「文章を批判的に読みながら、文章に表れているものの見方や考え方について考えるこ

と」の指導事項について、「批評（観点を定め、作品の特徴、価値などを考える）」を意識して、

考えたことを伝え合う活動を行った。 

②本題材に関わる生徒の実態 

・知識及び技能について、生徒は、日常接する言葉についてあまり敏感ではなく、意味がわからな

くてもなんとなくそのままにしてしまう様子が見られた。そこで昨年度から少しずつ、２学期か

ら本格的に「語彙」についての知識を増やし語感を磨くために、自分たちの身近にあるところか

ら言葉を集め、意味を調べて、その言葉を使った文章を作る、という活動を行っている。さらに

本題材で、翻訳の異なる文章・言葉について自ら考え、周りの意見を聞きながら語感を磨き語彙

を豊かにすることができるような場面を設定していく。 

・思考力・判断力・表現力について、１学期に、文章を批判的に読みながら、文章に表れているも

のの見方や考え方について考える題材で、文章を批評して、考えたことを伝え合う活動を行っ
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た。生徒は、文章の良い点、良さが伝わる部分については多くの気づきがあり、良さを評価する

ことができた。一方で、文章を批判的にとらえることについては、ほとんど意識が向かなかった。

そこで、本題材で、他の翻訳の文章と比較しながら読むことで、時代背景や伝えるべきことを踏

まえてどの翻訳が妥当であるかを吟味し、考えを持ち寄って広げたり深めたりしていくことを

意識しながら文章を読むことができる場面を設定していく。 

(3) 指導観 

・文章を比較して読む際の比べる言葉を、生徒の発見した疑問や語彙をもとに設定することで、生

徒が主体的に本文を読み、語感を磨き語彙を豊かにすることができるようにする。  

・文章の構成や論理の展開、表現の仕方について評価する際に、観点を明示して考えたことを伝え

合うようにすることで、言葉の選択や評価内容の妥当性について自分の考えを深められるよう

にする。 

 

３ 単元の目標 

  語句の量を増し、磨いた語感と身に付けた語彙を生かして異なる翻訳文を読み比べる活動を

通して、文章の表す内容や描写、状況（時代背景）について評価しながら読み、当時の人間、社

会などについて理解しより適切な語句を選んで使うことができる。 

 

 

※ ４ 指導と評価の計画  ／  ５ 本時の展開   は、次ページに 
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４ 指導と評価の計画  国語  ３年 題材「故郷」（全７時間計画） 

目 

標 

 語句の量を増し、磨いた語感と身に付けた語彙を生かして異なる翻訳文を読み比べる活

動を通して、文章の表す内容や描写、状況（時代背景）について評価しながら読み、当時の

人間、社会などについて理解しより適切な語句を選んで使うことができる。  
評
価
規
準 

【知識・技能】語句の量を増し、より適切な語句を選んで使うことができる。  

【思考・判断・表現】文章の表す内容や描写、状況について評価しながら読み、当時の人間、社会などについて理解し、自分の意見をもつことができる。  

【主体的に学習に取り組む態度】言葉がもつ価値を認識し、より豊かに想像して、思いや考えを伝え合おうとしている。 

過

程 

時

間 
目標・課題  学習活動 振り返り 

評価 

（方法・観点） 

つ

か

む 

１ 

◎物語を通読し、感想を伝

え合うことができる。 

 

 

○本文を通読して

概要をつかみ、初

発の感想を交流

する。 

☆作者が生きていた時代

の中国を描いた話だが、

暗い雰囲気が感じられ

るな。 

【思考・判断・表現】 

物語の概要をつかみ、初発の感想

を交流することができる。（ノート

の記述、発言）  

追

究

す

る 

２ 

◎登場人物の人物像やその変化

を捉えることができる。  

 

 

○「私」「ヤンおばさ

ん」「ルントウ」の

人物像・心情の変

化を捉える。 

☆昔は生き生きとしてい

た様子だったのに、今は

暗く、元気がない様子に

なってしまっているな。 

【思考・判断・表現】  

それぞれの登場人物の特徴とその

描かれ方の変化を捉えることがで

きる。（ノートの記述、発言）  

１ 

◎故郷の情景描写から「私」の

心情の変化と「希望」につい

て考えることができる。 

 

 

○景色の観点から

「私」の心情の変

化を捉え、「希望」

について自分な

りの考えをもつ。 

☆今現在の様子だけを見る

のではなく、自分たちが希

望をもって歩んでいけば、

それが現実となっていく

とうったえているのだな。 

【思考・判断・表現】  

故郷の情景の描かれ方から感じられ

る「私」の心情の変化を捉え、新た

な「希望」について考えることがで

きる。（ノートの記述、発言）  

１ 

◎「私」の心情の変化と物語の

構成・表現について考えるこ

とができる。 

 

 

○本文全体を振り

返り、物語の展開

の仕方や構成、表

現を捉える。 

☆「私」の心情の変化を伝

えるのに、物語の構成や

表現の仕方が密接に関

わっているのだな。 

【思考・判断・表現】  

「私」の心情の変化と物語の構

成・表現について、関係性や表現

の効果を考えることができる。（ノ

ートの記述、発言）  

ま

と 

１ 

◎複数の翻訳文から物語の内容

を伝えるために必要な語句・

表現を考えることができる。 

 

 

○複数の翻訳文を

読み、それぞれの

違いについて観

点を見い出しな

がら考える。 

☆もともと同じ文章でも、

それぞれの翻訳文で伝

えようとしていること

や伝え方に違いが出る

のだな。 

【知識・技能】 

「私」の心情の変化と物語の構

成・表現について、関係性や表現

の効果を考えることができる。（ノ

ート等の記述、発言）  

め

る １
（
本
時
） 

◎物語に必要な語句・表現につ

いて自分の意見をもち、考え

を伝え合うことができる。  

 

 

 

○文章の表現の仕

方を評価しなが

ら読み、批評や考

えたことなどを

伝え合う。 

☆それぞれの表現の仕方

によって伝え方や伝わ

る内容が変わるが、自分

はこういう表現がより

伝わると考えるな。 

【思考・判断・表現】  

文章の表現の仕方について評価し

合い、考えを広げたり深めたりし

ながら、より内容が伝わる表現に

ついて自分の意見をもつことがで

きる。（ノート等の記述、発言）  

 
  

物語を読んだ印象はどの

ようなものだろうか。 

登場人物の人物像はどの

ようなものだろうか。 

今、「私」の考える「希望」と

はどのようなものだろうか。 

物語の内容と構成・表現との関わ

りはどのようなものだろうか。 

それぞれの翻訳文の違いはど

のようなものだろうか。 

物語の内容をより伝えられ

る表現はどのようなものだ

ろうか。 



 

－4－ 

 

 

５ 本時の展開 （７／７） 

(1) 目 標 

  物語に必要な語句・表現について自分の意見をもち、考えを伝え合うことができる。  

 

(2) 展 開 

学習活動と予想される生徒の反応 指導上の留意点及び支援・評価 

１ 本時の課題をつかむ。 

・前時はそれぞれの翻訳文の違いを考え

ることができた。 

・今日は物語の内容をより伝えられる表

現がどんなものかを考えるのだな。 

 

 

２ 今までに学習してきた物語の内容や

背景をより伝えられるのは、という観

点を基に、どの翻訳文の表現がよいか

自分の考えをもつ。 

・言葉自体がわからなかったら伝わらな

いから、教科書の文章がよい。 

・当時の言葉遣いや人間関係がよりわか

るように、多少難しい言葉が入っても

別の翻訳文の表現を使うべきだ。 

３ それぞれの考えを評価・検討し、物

語の内容や背景をより伝えられる表現

を考える。 

・みんなの考え方や理由にも納得させら

れるところがあるから、よりよい意見

を取り入れていきたいな。 

・みんなの考えを比べると、この表現と

この表現を使っていったら、より内容

や背景が伝わると思う。 

４ 評価・検討したあとの表現（意見）

を発表し、その変化を捉えながら、単

元の学習を振り返る。 

・私は、この表現がより内容が伝わると

思う。もちろん、内容が難しくなくわか

ることも大事だが、当時だからこその

雰囲気を伝える表現こそが、伝えるべ

きことだと思うから。 

 

 

 

 

 

 

○本時の課題と前時の学習のつながりを意識できる

ように、観点をもちながら表現を考えた前時の学

習を振り返る。 

○自分なりの観点（根拠）をもって友達と意見交流し

て、考えを磨いていくことを確認する。 

 

 

○共通の判断基準として、「今までに学習してきた物

語の内容や背景・状況をより伝えられるのは」とい

う観点を基にすることを確認する。 

 ＜その他、予想される観点等＞ 

 ・ 読んだときのわかりやすさ 

 ・ 登場人物の人間関係がわかる   など 

○個人で考える時間を確保し、自分なりに大事にす

る観点（根拠）をもたせることで、意見を交流する

際に自分の意見を伝えられるようにする。 

○それぞれの考えのよさを評価・検討し、一つどれか

正解を選ぶのではなく、よりよい表現を作り上げ

るようにすることを共有する。 

○様々な考え方を基に、最終的に自分なりの意見・観

点（根拠）をもつことができるようにする。 

 

 

 

 

○いくつかのグループの意見を発表させ、それを聞

きながら自分の表現と比べてみることで、何が必

要かという観点や、その観点にふさわしい表現が

何かを振り返ることができる。 

○複数の意見をふまえつつ自分の意見を見直すこと

で、いろいろな観点や幅広い表現の仕方に気づき、

考えを広げたり深めたりするとともに、語感を磨

き語彙を豊かにすることができるようにする。 

 

 

 

 

 

 
 

 
めあて：物語の内容をより伝えられる表現はどのようなものだろうか。 

【思考・判断・表現】 

物語に必要な語句・表現について、複数の意見を
評価・検討し、考えを深め、より適切な意見をもつ
ことができる。   （ノート等の記述、発言） 

＜振り返り＞ 
・私はもともとの教科書の本文が一番内容・背景が伝わりやすい文章だと考える。過去のい
ろいろな翻訳をふまえて本文ができていて、現代でも読みやすいから。 

・私はいろいろな文章から、みんなの意見を基にして新たに作り上げた文章がいいと思う。
難しい言葉があっても、その方が当時の雰囲気などがより伝わりやすいと思うから。 








